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目的

期限

場所

概要

－「世界的にも先導的な情報通信社会」のモデルの確立、国際展開

－３５市区町村で２８のプロジェクトを推進

－平成２０～２２年度までの３年間

－ＩＣＴによる「新たな価値創造」につながる総合的なプロジェクトの実施及びこれに必要な電波の利用環境整備

利用可能な周波数帯の公表と
プロジェクトの提案募集
（平成１９年９月～１０月）

「ユビキタス特区」の創設
（平成２０年１月２５日）
（平成２０年３月１７日）

提案に関し、以下の諸点を評価・確認
・ 対象となるプロジェクトの類型
・ 対象地域
・ 電波の利用可能性

評価を踏まえ、特区を創設
①対象地域
②実施内容
③周波数（電波の利用がある場合）

提案を踏まえ、以下について働き掛け
・ 関係府省による環境整備
・ 他国との協働（「ユビキタス姉妹特区」等）

平成２０年度予算 ２０億円

提案の評価
（平成１９年１１月～１２月）

予算支援を予定している案件 １１件
予算支援を予定していない案件 １７件

関係府省、他国への働きかけ
（平成１９年１１月～）

決定したプロジェクト28件

「ユビキタス特区」事業の概要

ユビキタス特区のイメージ
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沖縄 次世代ワンセグ放送
（札幌市、留寿都村）

ユビキタス健康
サービス
（座間味村）

ユビキタス観光立国
（京都市、宇治市、京田辺市、木
津川市、精華町）

ユビキタス観光立国（うるま
市、名護市）

ユビキタス環境立
国（精華町）

ユビキタス物
流（倉敷市）

ユビキタス環境立
国（那覇市）

次世代ワンセグ放送
（名古屋市）

生産性向上
（新宿区）

携帯端末の世界展開
（横須賀市）

「ユビキタス特区」の対象地域及び対象プロジェクト

予算支援を予定するプロジェクト

ITS（富士通株式会社
等：木更津市）

通信・放送連携
（メディアフロージャパ
ン企画株式会社：
那覇市、豊見城市）

沖縄

ITS（北九州市：
北九州）

通信・放送連携
（株式会社CSK-is
等：福岡市）

ワイヤレスブ
ロードバンド
（ソフトバンクモバイ
ル株式会社： 北九
州市八幡東区）

ITS（マツダ株式
会社：広島市）

ワイヤレスブロードバンド
（株式会社NTTドコモ等：札幌
市）

通信・放送連携
（株式会社メディア
スコープ：松江市）

ITS（トヨタ自動車株式会社
等：豊田市、長久手町）

通信・放送連携

（モバイルメディア企画株式会
社：横浜市、豊見城市）

ワイヤレスブロード
バンド
（株式会社日立国
際電気等：函館市、
北斗市）

無線ネットワーク
の高度化
（ｴﾇ･ﾃｨ･ﾃｨ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
ｽﾞ株式会社等：台東区、
江東区、江戸川区、墨
田区、荒川区、葛飾区）

通信・放送連携
（エリアポータル株式
会社等：横須賀市）

ITS（沖電気工業

株式会社等：つく
ば市、横須賀市）

通信・放送連携
（中国新聞社等：福
山市）

ITS（株式会社デンソー等：網走市）

予算支援を予定しないプロジェクト

ITS（トヨタ自動車株

式会社等：つくば市、
横須賀市）
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「拡大版ユビキタス特区」の創設

目的

期限

場所

概要

－ 「ＩＣＴ産業の国際競争力強化」、「都市の国際競争力強化」、「地域再生・産業創造」

－ 全国

－ 平成２１～２２年度までの２年間

－ ＩＣＴによる「新たな価値創造」につながる総合的なプロジェクトの実施、未利用周波数帯の利用環境整備

提案の評価
（平成２０年８月～１２月）

地域及び利用可能な周波数帯の調査
（平成２０年４月～６月）

利用可能な周波数帯の公表とプロジェクトの提案募集
（平成２０年６月～７月）

「拡大版ユビキタス特区の創設」
（平成２１年１月目途）

ユビキタス特区 拡大版ユビキタス特区

目的 ・ＩＣＴ産業の国際競
争力強化

・ＩＣＴ産業の国際競争力強化

・都市の国際競争力強化

・地域再生・産業創造

対象地域 ・北海道内

・沖縄県内

・研究開発拠点が集
積している場所

・日本全国

実施期限 平成２２年度末まで 同左

利用周波
数帯

・放送のデジタ
ル化に伴い、利
用可能な周波数

・２８０ＭＨｚ帯

・１．５ＧＨｚ帯

・５．８ＧＨｚ帯

・ＶＨＦ帯

（１５０MHz帯、２８０
MHz帯）

・ＵＨＦ帯

（４００MHz帯）

・マイクロ波帯

（１８GHz帯）

・ミリ波帯（４２GHz帯）

+・左記

周波数帯

＜ユビキタス特区と拡大版ユビキタス特区の相違点＞
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